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Mechthildのミンネにおけるvisioとgustus

　　　中世宮廷文学におけるミンネとの比較研究一

須澤通・浜泰子＊

キーワード：神秘主義，宮廷文学，ミンネ，unio　mystica

1。Mechthild　von　Magdeburg（1207　P～1282　P　1jの詩形式，表現様式と思想内容がドイ

ツ中世宮廷文学，特にミンネザング（Minllesallg）のそれと多くの点で共通していることは

これまでの研究によって指摘されている1）。彼女の書，『神性の流れる光』（Das且ieBellde

Licht　der　Gottheit）2）では，神は人の魂に対して「この台所では理解しえない宮廷ことぽで

挨拶し，宮廷で着る衣装を着せる」（So　grusset　er　si　mit　der　hovesprache，　die　man　in　dirre

kuchin　nut　vemirnet，　urld　kleidet　su　rnit　den　kleidern，　die　man　ze　dem　palaste　tragen

sol）3）。ここで用いられる表現様式は宮廷文学に特徴的なものが多く，特にAllegorie，

Paradox，　Antithese，　Oxymoronのような詩的手法では宮廷詩人の強い影響を見ることが

できる4）。

in　dem　schonsten　liehte　ist　si　blint　all　ir　selber　und　in　der　groston　blilユtheit

siht　si　allerkiarost．　In　der　grosten　klarheit　ist　si　beide　tot　und　lebende．

Ie　si　Ianger　tot　ist，　ie　si　vrolicher　lebt，　　　　　　　　1．22，9ff。

　この上なく美しい輝ぎの中で彼女自身見えなくなってしまったが，全く見えない中で

　彼女にははっきFりとものが見えた。このはっきりと見える状態において彼女は死して

　なお生きているのである。彼女の死が長ければ長いほど彼女の生は幸せになる。

Ir　lebe11，　ir　t6t　sillt　unser　br6t．　sus　lebet　ir　leben，　sus　Iebet　ir　t6t．

sus　iebellt　si　noch　und　sillt　doch　t6t　und　ist　ir　t6t　der　lebenden　br6t。

Und　swer　llu　ger，　daz　mamm　sage　ir　leben，　ir　t6t，　ir　vr6ude，　ir　clage，

der　biete　herze　ulld　6ren　her　　　　　　　　Tristan　237　ff．5）

　彼らの生，彼らの死は私たちの命の糧である。こうして彼らの生は生き，彼らの死は

　生きる。こうして彼らは今なお生き，実際には死して，彼らの死は生きる者の命の糧

　となる。今，彼らの生，彼らの死，彼らの喜び，彼らの苦しみが語られるのを聞きた

　いと思う者は，心と耳を貸されるがよい。

　この他，Mystik（神秘主義）独特の抽象語彙に多く見られるMechthildの特徴的造語手

段についても，その多くが宮廷詩人によって宮廷的理想概念創出のために創案されたもので

ある6）。さらに，N．　R．　WolfがMechthildのことぽに宮廷文学のBildwelt（表象の世界）

の影響を認めたように7），何より彼女は思想，理念において宮廷文学と共通の精神基盤に立



2

ち，宮廷詩入とその精神的内容を共有していた。

　Mechthildは彼女のウニオミスティカ（unio　mystica）「神秘的合一」を神と人間の魂の

間の生きた相互関係の中で考える。すなわち神と人間の魂のウニオ（合一）はMechthild

ではエロス（恋愛・性愛）的形象で見られる8）。しかしここでは，過度のエロス的描写は，

宮廷文学における貴族的態度によって封じられる。次のような詩行の様式はミンネザング初

期の詩人Dietmar　von　Aist（11402～1171　P）を思い出させる9）。

Schoener　jullgling，1皿ich　lustet　din，

wa　sol　ich　dich　vindenP

Ich　hoere　ein　stimme，　die　Iutet　ein　teil　von　millne，

Ich　han　si　gefri臼t　malligen　tag，

das　mir　die　stimme　Ilie　geschach，

Nu　bin　ich　beweget，　ich　lnuos　ir　engege11！

Su　ist　die　lene，　die　kumber　und　minne　miteinarlder　treit．」．44，9f百．

　美しき若者よ，わたしはあなたが恋しい。

　あなたにはどこへ行けば会えますかP　一

　声が聞こえます，ミンネをささやいているように。

　わたしは長い間ミソネを求めてきたのに，

　ミソネの声は応えてくれませんでした。・

　今はもう心が落ち着きません。あのひとのもとへ行かなければ！

　あのひとは苦しみとミンネを同時に持ち合わぜているのです。

Seneder　vriundinne　bote，　nu　sage　dern　schoellell　wibe，

daz　mir　ane　maze　tuot　we，　daz　ich　si　s61ange　mide，

lieber　hette　ich　ir　Inimle

dann　al　der　vogelline　singen．

n食1nuoz　ich　von　ir　gescheidell　s量n，

tr食ric　ist　mir　al　daz　herze　min．一

ich　I皿uoz　ofte　ellgeltell　sin，

vil　dicke　erkumet　daz　herze　min．

an　sehendes　leides　h盒n　ich　vi1，

daz　ich　ime　seibe　gerne　klagen　wil．　Dietmar　von　Aist　MF　32，13　ff．10）

　悩める恋人からの使者よ，あの美しい婦人に言ってほしい

　あのひとにこれほど長く会わずにいてわたしは限りなく苦しいと。

　小鳥たちの歌声よりも

　あのひとの愛がほしいものだ。

　わたしはあのひとから離れていなければならぬ。

　心はひたすら愁いに沈んでいる。

　わたしは絶えずあの方ゆえに悩まなければなりませぬ。
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はげしく胸さわぐことも少なくありません。

あの方に自分で訴えてみたいほどの

大きな苦しみといつも向かい合っています。（高津春久訳）11）

　Mechthildの神秘主義の独自性は，神とのミンネ（愛）がすべてを貫く根本動機となり，

それが鮮やかな幻想や感覚に満たされた詩情と結びつきつつ，体験的に深められていること

にある。従って彼女の神とのミンネは極めてパトス的な性格を持っているが12），これは同時

にミソネザソグのHohe　Minne（高きミンネ）における「慎み深く制御された心」によって

精神化される。以下にMechthildの神とのウニオ，特にここにおける神への，そして神と

のミンネについて，ドイツ中世宮廷文学との関係から，彼女の詩的表現形式と思想・内容の

特徴を中心に考察する。

2。Mechthildの神秘思想を根底で支えてい、る要素として，神とのウニオに関わるvisio

「見ること」，gustus　r味わうこと」を中心とした「身体性」への志向があげられる13）。

Du　s窺θoんθs’als　ein　wintrubel，　du　7％6加s’als　eirl　balsarn

　（神よ）あなたはぶどうの味がし，香油の香りがする。

1．16，2．

Den　nim　ich　minstu　sele　in　den　arm　mill　undゑss6伽

und〃輝輝伽und　tut　mit　iln，　swas　ich　will．　　II．22，18　f。

　このひと（イエス）をわたしは，最も小さな魂ではあるが，わたしの腕に抱ぎしめ，

　このひとを食べ，飲み，そしてこのひととわたしの望むことをするつもりです。

So　s魏’si　iren　go’vroeliche11αη6．　　　1．4，2f．

　すると彼女（魂）は喜びにあふれて彼女の神を見つめます。

Ich　arme　unwirdige，　ich　versache　rnin　selbes　ulld　spricht，

das　ich　g召s召ぬ6％han　und　g61zo召プ6’in　goμ召．　　　V旺．13，2f．

　わたしは哀れで取るに足らない女であるが，自分のことはさておき

　わたしが神のうちに見，聞いたことをお話ししましよう。

　このうちvisioは，ドイツ中世神秘主義において神を真に認識するための極めて重要な手

段と位置付けられている。

　Mechthildでは，「魂は三ペルソナに一つの全神を見て，分けられない一つの神に三ペル

ソナを認識する」（sJ加’su　einen　ganzen　go’in　drin　personen　und　be1《erlnet　die　drie

personen　in　einem　gotte　ungeteilet　　I．2，8f．）。

　また「哀れな魂ではあるが宮廷に上がる時は聡明にして礼儀正しくなる。魂は喜びにあふ

れて神を見つめる。その時，なんと優しく迎え入れられることか」（Swelme　die　arme　sele

kumet　ze　hove，　so　ist　si　wise　und　wol　erzogen．　So　s謝si　iren　go’vroelichenαπθ．　Eya，　wie
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1ieplich　wird　si　da　enpfangen！　　1．4，2f。）。

　さらに肉体から離れたMechthildの魂は神を感覚的に見るぽかりでなく，自ら両腕でか

き抱く。rわたしの肉体は苦しみ続けているが，わたしの魂は無常の喜びの中にある。なぜ

なら魂は彼女の最愛のひと（神）を見，両の腕でしっかりと抱きしめているからだ」（Min

iicham　ist　an　langer　qwale，　min　sele　ist　an　hoher　wunne，　wan　si　hatゐθs6加枷6’unde　mit

armen　umbevangenピγ侃漉∂侃alzemale．　　1．5，2f．）。

神秘体験の中心に神を見ることを置くMechthildにとって，目は特に重要な認識器官で

ある14）。Mechthildは，　visioとそのための器官である目について次のように述べる。

Mamnag　gotliche　gabe　1皿it　menschlichell　sinnelmit　begrife11，

Darumbe　besundent　sich　die　lute，　die　nit　habent　den　offenen

geist　der　unsehelichen　warheit．　Das　ma田瀦伽Js甲州翻

。㎎θπ1nag　9θs凶θ％，　mit　vleischlichen　orell　mag　gehoeren，

mit　vleischlichem　mullde　mag　gespreche1ユ，　das　ist　also　ungelich

der　offenen　warheit　der　minnendell　sele　als　ein　wachs　iieht

der　claren　sunnen．　　　VI．36，3ff．

　神の賜物は人間の肉の感覚では理解できない。それゆえ目で捉えることのできない

　真理に広く霊を開かない人々は過ちを犯すことになる。肉の目で見，肉の耳で聞き，

　肉の口で話すことができるものと，（神に）愛をささげる魂に提示される真理の違い

　は，一本のろうそくの灯に対する太陽の輝き同様比べようもなく大きい。

Ich　enkan　noch　mag　nit　schriben，　ich　s6加es癬’46ηo刀gθη

胃腸θγ34召und　hoere　es　mit　den　oren　mines　ewigell　geistes

und　bevinde　in　allen　liden　mines　lichamen　die　kraft　des　heiligen

geistes．　　　IV。13，3ff．

　わたしは魂の目で見，永遠の霊の耳で聞き，そして体の全身に聖霊の力を感じる

　ことがなけれぽ，書き記すことはできないし，その能力もない。

Wenne　Si　u11Serll　herrerl　lnit　θ1θ♂S6ぬ1ゴ01乞θ72　0㎎召η11it　εα6ぬ，

so　was　si　ungetroestet　und　ir　herze　truog

die　wile　grossen　j　amer　und　ungemach．　　V．23，183　ff．

　彼女は肉の目でわたしたちの主を見ることができなかった時，

　絶望を覚え，心はこの問ずっと大きな悲しみを抱き

　不安な気持ちに襲われていた。

Mechthildは肉体の目を含む肉体の感覚の能力についてその限界を認め，「魂の目」，「霊

の耳」の優位性を説いている。この「擁の目」に対する基本的態度はMeister　Eckhart

（126G？～1328？）に通ずるところがある。　Eckhartにおいては，見る働きは「肉体の目」
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から「魂の目」へと深められていく。ここでは「視覚は私の一部であるとともに，その働き

において私はむしろ視覚の一部である」という目の両義的性格は，肉体の目の働きからその

まま深められたかたちで魂の目の働きに高められる15）。Eckhartにおける肉体の目と魂の目

の差異は，肉体の目が外から内へと受動的な働きをその本性とするのに対して，魂の目は内

から外へと像を発出する，つまり表象能力を持っているという点にある16）。神はEckhart

にとって見る魂の目のうちに働いている力として，一方では見られる世界のうちに働いてい

る力として魂と世界に二重の関係を持っている17）。Eckhartはさらに魂の目を内的な目と外

的な目の二つに区別する。

Diu　sele　h盒t　z鷹ゴ。㎎θη，　eillz　illwendic　und　einzαzwendic．

D¢g勿ηθγo㎎6der　sele　ist，　daz　in　daz　wesen　sihet

und　s宝11　wesen　von　gote　ane　allez　Inittel　1ユimet：daz　ist　sin　eigen　werk．

Dαz　22267　0㎎6der　sele　ist，　daz　da　gekeret　ist　gegen　allen　creat倉ren

und　die　merket　n盒ch　bildelicher　wise　und　nach　kreftlicher　wise．

　　　　　　　　　　　　Eckhart，　Predigt　10，　Largier　I．122，22　ff．18）

　魂は二つの目を持っている，内的な目と外的な目である。

　魂の内的な目は，存在の中を見通し，

　その存在を神から仲介なしに直接受け取る目である。これがこの目特有の働きである。

　魂の外的な目は，すべての被造物に向けられ，それらを目に見えるまま，

　力を働かせて知覚する目である。

　Eckhartを中心とする思弁的神秘主義者にとって，神に関わる究極の真理を認識するのは

魂の目，その内的な目だけであり，肉体の目は宗教的霊性から一切排除される19）。

　MechthildもEckhartに先立って，繰り返し「霊の高貴性」を説き，肉体の目，肉体の

耳に対する「魂の目」「霊の耳」の優位性について語っているが，宗教的ミソネ文学，宗教

的ミンネザングとよぼれる彼女の書では，魂と神とのミソネは極めてパトス的で，魂と神は

恋人同士のように愛情をこめ，優しい眼差しで見詰め合う。すでに見たように，魂は「喜び

にあふれて神を見つめ（alle　sehe11）」（1．4，2f，），「最愛のひと（神）を見て（beschov－

wen）」（1。5，2f．）両腕で抱きしめる。神も「愛し合う者同士（die　lieben）が真心から見

詰め合う（schowen）」時，神の口でくちづけをする（II．23，28　f．）。神はまた魂を腕で抱き，

父なる手を魂の胸に置いて「魂の顔を見つめる（an　sehen）」（IIL　l，32　f．）。ここで神と交わ

す熱い眼差しは霊的幻視の中での行為ではあるが，抽象的ではなく，感覚的快感と結びつい

ている20）。

　Mechthildでは五感の中心に「味覚」が置かれている。すなわち彼女の身体性のうち，最

も重要な行為はgustus（味わうこと）であり，彼女の神秘思想の中心テーマは「神を味わ

うこと，享受すること」（gebruchullg）である21）。　Mechthildのgustusは，　essen，　slne－

cken，　spisen，　nutzen，　gebruchen，　brucherl，　verzern，　trinken，　sugenなど多様な語彙

によって描写される。
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Eya　untruwe，　der　die　sele　so　edel　het　gernachet，

das　si　nut　delme　go’θss醐mag，

der　lat　noch　iren　lichamen　nit　verwuschen．　II。23，21　ff．

　ああ何と不実な者よ，神以外の何ものも食べることができないよう

　魂を気高く作られたお方（神）は，肉体も滅ばされることはしないのに。

Mir　s雁轍hit　wall　alleine　go’，　ich　bin　wunderliche　tot．　IV．12，22　f．

　わたしが味わうのは神だけです。わたしは神秘的に死んでいます。

Hie　von　wirt　se王e　und　lip　in　hirnmelriche　also　ahtber　und　lobsan，

．．．．．
Curld　das　si　wunneklicher　g功γπ6加彫

und　tieffer　sz磐67z’ガη諺ゴθぬ6」忽θ％47勿ごz1陀々6露denne　die　alldern．

　こうして魂と肉体は天国で尊ばれ称賛され，

　＿，そのため他の誰よりも聖三位一体をおいしく味わい，

　より深く飲みこむことができるのです。

V．25，10ff，

tmd　so　begimlet　si　dellne　vroeliche　ze∫〃zθ々θ多z4e　an　irlne　vleisch　sゴη61ガ6配．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI．1，147　ff．

　そうすると彼女（魂）は自分の肉体に神の愛を嬉々として味わうのだ。

「神を飲み，食べる」の表現は新約聖書の記述にもとつく。

Jesus　sprach　zu　ihnen　l．＿Wer耀伽Flθ∫s6偏ssθオ

und’γ珈勉’駕召初BZ厩，　der　hat　das　ewige　Leben，

und　ich　werde　ihll　an　Jungstell　Tage　auferwecken．

Denn観ε競F♂召ぢs漉ぽsオ4ゼθ紹。配6助召ゴs召，

undフ仰θ初β1痂げs’4θ7駕召。配θ1乃ηηん．

Werηzθ珈F♂θガsolz乞∬6’tllユd磁心θ’溺6初B1猛，

der　bleibt　imnir　und　ich　in　ihm．　　Johanlles　6，53　ff．22）

　イエスは彼らに言われた1＿わたしの肉を食べて，

　私の肉を飲む者には，永遠の命があり，

　わたしはその者を終わりの日によみがえらせるであろう。

　わたしの肉はまことの食べ物，

　わたしの血はまことの飲み物。

　わたしの肉を食べ，わたしの血を飲む者はわたしにあり，

　わたしもまたその者におる。

　Eckhartでも神に関わる「味覚」，すなわちgustusは，　essen，　smecken，　spisen，　nie－

zen，　geb面che11などの多様な語彙によって表現される。
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Ein　1（raft　ist　in　der　sele，　daz　ist　vernt加fticheit．

Von　erste，　s6　diu　go’θs　gewar　wirt　und　g6s彫60んθ’，

s6　h盒t　si　vtlnf　eigenschefte　an　ir，　　Eckhart，　Predigt　69，　Largier　II．46，31　ff．23）

　魂の中には一つの力があるが，それは知性である。

　それが神を認めて味わう瞬間から

　五つの属性をもっこととなる。

特に，聖アウグスティヌス（Sankt　Augustinus）に示された神の御言葉は聖書の記述に

もとづいている。

D6　h6rte　er　eine　stimme　bi　im　von　oben：

，，ich　bin　ein㊦り西θgr6zer　liute，

wahs　und　wirt　gr6z　und匿g”zげ腕．

Dαensolt　aber　niht　waemen，

daz　ich　im　dich　gewandelt　werde：

da　solt　ill　mich　gewandelt　werde11．“　Eckhart，　Predigt　20　A，　Langier　I．226，16　ff．

　そこで彼は自分の近くの上方から声を聞いた。

　「わたしは大いなる人々の食べ物である。

　成長しなさい，大きくなりなさい，わたしを食べなさい。

　しかしわたしがそなたに変えられると思ってはいけません。

　そなたがわたしに変えられるのです。」

　MechthildおよびEckhartにおけるgustusは霊的行為ではあるが，これとは対踪的な肉

体的，感覚的形象で見られ，特にMechthildのgustusは，神とのウニオの手段として神の

ミソネを官能的に味わう身体的行為として具象的に描写されている。

3。Mechthildの思想内容はミンネザング（Minnesallg）と多くの共通点を持っている。彼

女と神のミンネは，ミンネザングにおける男女問の官能的なミンネを彷彿とさせる極めてパ

トス的形象の中，「高きミンネ」（Hohe　Minlle）の極めてエートス的性格を併せ持つ。上記

の用例では，感覚的，官能的な身体的行為として具体的に描写された，神に関わるvisioと

gustusも，神的，霊的内容の強調によって，以下のように極めて抽象的に表現される。

Dis　ist　ein　gruos，　der　hat　manige　adern，

der　drillget　usser　dem　vliessenden　gotte　in　die　armen，

，durren　seie　ze　allen　ziten　lnit　nuwer　bekantnusse　und

amluwer∂6sc加ω観gθund　an　sunderlicher　gθろ捌6勧ηgθ

der　Iluwer　gegenwurtekeit．．＿

Disen　gruoz　rnag　noch　lnuos　Iliemen　enpfan，

er　si　delme　uberkolnen　und　ze　llihte　worden．



8

III　disem　gruosse　wil　ich　lebendig　sterben．　　1．2，35　ff．

　これは（神が人間に贈られる）御心です。これは数多くの水脈を通り，

　流れる神から哀れな，干し澗びた魂に耐えず流れ込み，　　　　・

　新たな認識，新たな観照を可能とし，

　新たな二二の特別な享受を可能とするのです。

　この御心は自身を超越し，無にならなけれぽ誰も受け取ることはできないとともに，

　実際受け取ることはないでしょう。

　この御心の中でわたしは生きながらに死にたい。

Eya　vro　bryt，　went　ir　mir　noch　ein　wortzeichell　sagen

der　ullsprechlicher　heimlicheit，　die　zwuschent　gotte　urld　uch　litP

－Vrovwe　bekalltnisse　das　tuoll　ich　Ilit．
　　　　　　　　　　　　　　　，

Die　brute　muessent　alles　nit　sagen，　was　in　beschiht．

Du　heligろ6s碗〇四”襯gθund　dtl　viiwerde　8’8ゐγ麗漉観g6

sollt　ir　han　von　mir，　die　userwelte　bevindunge　von　gotte　sol

uch　und　allen　creaturen　iemer　Ine　verborgen　silユsullder　alleine　mir．

　花嫁様，神とあなたの問の口に出して言えない秘密を

　一言でもわたしに話していただけまぜんかP

　一　認識婦人，それはできません。

II．19，31　ff．

花嫁たちは自分に起．ることについては何ごとも話すことはできません。

聖なる観照，崇高な享受についてはわたしからあなたにお聞かせしましよう。

しかし神に選ばれて神御自身を体験されるこ．とは，わたし一人のほかは，

あなたにも，すべての被造物にも永遠に秘密に．しておかなければならないのです。

　ここではvisioとgustusは神の御心の圧倒的な力によって，魂が身体から離脱し，自身

を超越して無の境地に達した時に新たに得られる。さらにこのvisioとgustusは神に選ば

れた者のみに許された密かなるもので，他には秘密にされねぽならない。

Man　lnag　gotliche　gaba　mit　menschlichen　silmen　nit　begrifen，

Darumbe　besundent　sich　die　lute，

die　nit　habent　den　offenen　geist　der　ullsehelichen　warheit．

Das　man卿露z彦θ2sδ配20ぬ8ηoz習θηmag　9θsθぬθη，

7％ゴ’泌6客∫0配ガ。ぬθη0γ召ηmag　96ぬ06名θπ，

rnit　vleischlichemユユunde　mag　gesprechen，

das　ist　also　ungelich　der　ofεenen　warheit　der　rnirlnenden　sele

als　ein　wahs　lieht　der　claren　sunnen．

Das　Johanlles　Baptista　der　armen　dirnen　messe　sang，

das　was　nit　vleischlich，　es　was　also　gθ魏1ゴ6ぬ，

das　die　sele　alleine　bθs6ん。ωθ陀，　bekallte　und　gε6γπσ血≠θ．　　　V玉．36，3ff．
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神の賜物は人問の感覚では捉えることができない。

それゆえ目で捉えることのできない真理に広く霊を開かない人々は

過ちを犯すことになる。

肉の目で見，肉の耳で聞き，肉の口で語ることができるものと，

神にミソネを捧げる魂に啓示される真理の違いは，

一本のろうそくの灯に対する太陽の輝きと同様，

比較しようもなく大きい。

洗礼者ヨハネが哀れな乙女にミサを行ったのは

肉体によるものでなく霊によるものであったので，

魂だけが観照し，認識し，享受することができた。

　Mechthildはここにおける神的，霊的なvisioとgustusに関して，　beschowenとgebru－

chenおよびその名詞形beschowungeとgebruchullgeを使用し，他の語彙と区別する。こ

れらのvisio（beschowen，　beschowunge）とgustus（gebruchen，　gebruchunge）は，多

くの場合，bekenlle11（認識する）もしくはその名詞形bekantnisseを伴い，さらにこれら

の前提としてminlle（ミソネ）が置かれる。

』4勿麗alleろ碑απ魏」∬6　durlket　die　wisen　sele　ein　vinsterrlisse，

ろ召んαη〃zガss（ヲane　gθろ7π6ぬz〃zg6　dunket　si　ein　hellepin，

9θZ＞7％oぬ％η9θalle　lnort　kall　si　llit　verklage．　　　　　1．21，2f．

　賢い魂には，認識のないミンネは闇に思われ，

　享受のない認識は地獄の責苦のように思われ，

　さらに死のない享受は，魂にはいくら嘆いても嘆き尽きないように思われる。

　ここではminne，　bekalltnisse，　gebruchungeの関連性については，　minne－bekantllis－

se－gebruchungeの順番で示される。

Ich　mag　nit　tanzen，　herre，　du　ellleitest　mich．

Wilt　du，　das　ich　sere　springe，　so　muost　du　selber　vor　ansi1｝gel／；

so　springe　ich　ill　die　minne，曲η46γ一下θ初漉θろ盈απ劾空sθ，

ρoη61召γろθ肋彫痂∬θ擁4泥9幼捌6加η9θ，

von　der　gebruchunge　uber　alle　moellschliche　sinlle．　　1．44，32　ff．

　主よ，わたしはあなたがリードして下さらなければ踊ることができません。

　わたしを高く飛ばせたいとお望みなら，あなたご自身が先ず歌い出してください。

　そうすればわたしはミンネに飛び，ミソネから認識へ飛び，

　認識から享受へと飛び，

　享受からすべての人間が持つ感覚を越えて飛んでいきます。

Mechthildのgebruchullgeは，魂と神のウニオ（合一＝einigung）に至る最も重要な最
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終過程であり，認識が求めてやまないミンネの究極目標でもある。ラテン語ではfruitio

（享受）で，K．　Ruhは「愛の至福なる味わい」と解釈し，　M．　Heimbachはgustus（味わ

い）としている24）。この「愛の至福なる味わい」はしかし，自身を超越し無になること，す

なわち「死する」ところにある。「死のない愛の享受は，魂にはいくら嘆いても嘆き尽きな

いように思；われる」（1。21，3）。「この神の御心の中でわたしは生きながらに死にたい」

（1．2，41f．）。この死は肉体と感覚を浄化し，現世における至高の愛を絶対化，永遠化させ

る「愛の死」（Liebestod）25）であり，中世宮廷文学の『トリスタン』（Tristan）26）およびミン

ネザングの「愛の死」の理念と共通する。

　このgebruchungeとの関係で重要なものとして，　bekantllisseとともにunterscheideが

あげられる27）。

Du　grosse　zunge　der　gotheit　hat　mir　zuo　gesprochell　mallig　creftig　wort；

du　hall　ich　enpfangen　mit　wenigen　oren　miller　snoedekeit；

und　das　allergroeste　lieht　hat　sich　uf　getall　gegen　den　ovgen　miller　sele，

da　inne．．．　bekante．。．磁∫s％π467／か％孟θη彿〃π％oζθ7soぬ♂4θ，＿

漉697りs∫観翅耐加4θγろ6忽彫忽∬θ，

漉ε9召加％σ勉粥9ε忽’46γα6召ろγε碗観96照。々4召γ辮α履舵γs伽瑠銘，

die　ullgelnengete　froede　in　der　eillunge　der　geselleschaft

und　das　lebende　lip　der　ewekeit，　als　es　nu　ist　und　iemer　wesen　sol．

　神性の大いなる御口はわたしに力強く語られた。

　それをわたしは哀れな弱々しい耳で聞いた。

　するとこの上なく眩しい光がわたしの魂の目に輝き，

　その中にわたしは＿弁別された比類なき愛，．＿

　認識による大いなる自制心，

　感覚の力に対する節度を伴った（ミソネの）享受，

　愛し合って結ぼれること（合一）の純粋な喜び，

　そして今も存在し，

II．3，4ff．

さらにこの先も存在し続ける永遠の生ける生命を認識した。

　「弁別された比類なき愛」（das　sundertruten　mit　underscheide）に関してMechthildは，

「拘束されない愛」（du　ungebullden　minne）と「拘束された愛」（die　gebunden　minne）を

対比して次のように述べる。

Z）％膨8θゐ観4伽煽朋6wonet　in　dell　sinnen，

wan　si　ist　noch　gemenget　mit　irdischen　dingen．　II．24，68　f．

　拘束されない愛は感覚の中に住んでいる。

　なぜならこの愛はまだこの世のものと混じりあっているからだ。

これに対して
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Dが召96ろ観4θ％吻勿ηθwonet　in　der　sele

und　stiget　ubeオrnenschliche　sinne

und　gestattet　dem　lichalnen　enkeirles　silles　wi玉1en；

si　ist　gezogen　und　vil　sti1｝e；si　lat　ir　flugel　nider

und　hoeret　nach　der　ullsprechlichen　stimme

und　siht　i．氏@das　unbegriffenlich　lieht

und　wirb年t　mit　grosser　begirde　nach　irs・herren　willen．　　II．24，76　ff．

　拘束された愛は魂の中に住み，

　人間的な感覚を超越し，

　身体の思いのままにはならない。

　　この愛には節度があり，大変穏やかである。この愛は自分の翼を下ろし，

　言葉にされない声に耳を傾け，

　　目で捉えられない光に目を凝らし，

　主の御意志を理解しようと一生懸命努めるのだ。

　discretio（弁別）による「拘束された愛」，　bekantnisse（認識）による「大いなる自制

心」，「節度（abebrechunge）を伴ったミンネの享受」。これらは神への至高の愛において重

なり合う。このようなMechthildのミンネの理念は，中世ドイツのミンネゼソガー（Min－

nes加ger）Walther　voll　der　Vogelweideにおけるminneと通ずるところがある。

　Waltherは肉体的，官能的な「低きミソネ」（nideriu　Ininne）と精神的，道徳的な「高き

ミンネ」（h6hiu　minne）の問で揺れ動く。こうした中，彼は「節度の女神」（frouwe

Maze）に助けを請う。弁別と認識による節度こそが「愛の至福なる享受」に繋がると信じ

るからだ。今，彼は高い名誉を求めて飛翔すべく高きミンネに向かおうと思うが，なぜか節

度は現れない。彼の心を捉えて離さないのは，hohiu　Ininlleとnideriu　minneのSynthese

としての「心からの愛」（herzeliebe）である。

Aller　werdekelt　eill　f臼egerilme，

daz　sit　ir　zeware　frouwe　Maze・
　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

er　saelic　man，　der　iuwe士Iere　h盒t！

．．．dur　daz　s6　suoche　ich　frouwe　iuwerll　rat．
　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　，

．．．Nideriu　lnilme　heizet　diu　s6　swachet

daz　der　l量p　n負ch　kranker　liebe　ringet；

＿H6hiu　mime　reizet　urlde　machet

daz　der　muot　nach　h6her　wirde血f　swillget；

diu　wirlket　mir　n食，　daz　ich　rnit　ir．ge．

Mich　wulldert　wes　diu　m盒ze　beitet．

kumet三三耀／勅6，　icゆi1ユiedoch　verleitet．　Walther，　L．46，32丘．28）

　気品のあるあらゆるものをお創りになられるお方，

　節度の女神よ，それはまさにあなたです。
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あなたの教えをうける男は幸せです。

女神様，それゆえわたしはあなたのお助けを求めるのです。

低きミンネとは，身体が卑しい愛を求めて止まない

人を堕落させる愛のこと。

高きミンネは心が高き品位を求め飛翔するよう人を鼓舞するのです。

この愛が今，一緒に来るようわたしに手招きします。

なぜ節度が躊躇うのか不思議です。

心からの愛が来れば，心が動いてしまいます。

Mechthildにおけるミンネも，肉体的，感覚的愛と精神的，霊的愛の対立，併存の中にあ

る。ここでは肉体，感覚はgebruchunge（神のミソネの至福なる享受）を得るための重要

な基体とみなされている29）。Mechthildでは，三位一体の神は魂と，イエスは身体と，聖霊

は五回目結びつく30）。しかし彼女のミンネも最終的には両者のSyntheseとしての「心から

の愛」へと止揚する。年老いたMechthildは神に祈る。

Jhesus，　vil　lieber　buole　mi11，　la　mich　in　warer　ruwe

und　in　lzεγzθあ61z（3γ　♂ゼ召ろかzuo　dir

und　la　rnich　nielner　erkuolen，

also　das　ich　diner舵㍑観。ぬθγ珈槻θin　minem　herzen

tmd　ill　miner　sele　und　in　millell　fullf　sinnen

und　in　allell　minen　geliden　ane　underlas　enp且nde．　珊．38，10　ff，

　わたしの愛するお方イエス様，罪に対する真心からの悔悟と

　心からの愛であなたのもとへ向かえるようお認め下さい。

　そしてわたしの心，わたしの魂，わたしの五感，

　わたしの全身にあなたの心からの愛（ミンネ）をたえず感じていられるように，

　わたしを冷やさないで下さい。

4。Mechthildが彼女のウニオミスティカを現世における人間の魂と神との生きた相互関

係と捉え，神との個人的会話においてパトス出品を具象的に描写するため，これに適応する

宮廷ドイツ語の形象を用いたことは，彼女の意図したところと思われる31）。彼女自身ドイツ

中世宮廷詩人の言語芸術やその精神に触れ，これを利用できる環境にあった32）。Mechthild

の神とのミシネは肉体的，感覚的であり，同時に精神的，霊的である。この二つのミンネの

対立，葛藤はミンネザングを中心とする宮廷文学のテーマでもある。さらに，神とのミンネ

に関する個人的体験を情緒的に表現する手段としてMechthiidが見出したvisioとgustus

を中心とする五感に関する記述は，感覚的かつ現実的表現形式として極めて有効である。こ

のvisioとgustusに関する語彙は，しかし，エートス的，精神的な意味への転換によって，

極めて霊的，抽象的な概念を獲得する。visioとgustusに関して，　Mechthildでは実に多様

な語彙が使用されるが，この精神的，霊的概念は特定の語彙，すなわちbeschowenとその

名詞形beschowunge，およびgebruchenとその名詞形gebruchullgeのみに含まれる。特に
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gebruchen，　gebruchungeは神のミンネを対象に，彼女のウニオミスティカの中心概念で

あり，これはさらにunderscheide（弁別），　bekantnisse（認識），そしてこれらによるabe－

brechunge（節度）を伴うことで思想内容的に頂点に達する。

　Mechthildの本質的な神秘主義の教義は，しかし，彼女の書における象徴の中に潜み隠れ

ている33）。ドイツ中世宮廷文学において，詩人の個々の語彙に詩人独自の思想，理念が潜ん

でいる34）のと同様，Mechthildの、ドイツ語の一つ一つが独自の概念を内包し，全体として彼

女の法悦（Ekstase）の思想を醸し出すのである。
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